
 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

教育課題 教員に求められる具体的な内容 

グローバル 
人材の育成 

・児童・生徒に、異なる言語や文化、価値を乗り越えて、新しい価値を創造する力を身に付けさせるこ

とができる。 

・コミュニケーション力、異文化への理解、国際社会に生きるために必要なアイデンティティの育成を

図る教育を行うことができる。 

不登校に 
関する事項 

・児童・生徒にとって魅力ある学校・学級をつくり、豊かな人間関係を育むことができる。 

・不登校の予兆についての気付き、積極的な声掛けや関わりなど、未然防止とともに初期段階での改善・

解消に取り組むことができる。 

・不登校になったきっかけや継続理由を把握し、デジタル技術の活用による学習支援等、その児童・生徒に応

じた多様な学びの場を提供することができる。また、必要な支援を保護者や関係機関と連携を図りながら行

うことができる。 

人権教育の
推進 

・児童・生徒一人一人の人権に配慮した指導を通して、自他の人権を大切にしようとする児童・生徒を

育成できる。 

・児童・生徒が人権課題についての正しい理解と認識を深め、偏見や差別意識を解消しようとする態度

と実践力を育む指導ができる。 

道徳教育の
推進 

・児童・生徒に、他者への思いやりや、かけがえのない生命を大切にする気持ちを育むことができる。 

・よりよく生きるための基盤となる道徳性を、児童・生徒自らが考え、議論し、行動しながら身に付け

られる指導ができる。 

・保護者や地域等と連携し、児童・生徒の豊かな心の育成を図ることができる。  

いじめ防止、
自殺予防等
に係る取組の
推進 

・いじめの未然防止・早期発見・早期対応、自殺予防、虐待やヤングケアラー等の早期把握など、児

童・生徒の小さな変化に気付き、適切に支援するための具体的な取組を、保護者や地域、関係機関等

と連携しながら組織的に推進できる。 

・児童・生徒のＳＯＳを確実に受け止め、適切に支援できる。 

・児童・生徒のＳＯＳを出す力及び周りのＳＯＳに気付ける力を育成できる。 

学校安全に
関する事項 

・安全教育の生活安全、交通安全、災害安全の３領域及び学校における安全教育の目標や内容を踏まえ、

児童・生徒に危険を予測し回避する能力と他者や社会の安全に貢献できる資質や能力を身に付けられ

るよう指導できる。 

・学校における安全管理について、自校の危機管理マニュアル等を理解するとともに、事件・事故等が

発生した際、管理職への報告や、教職員間の情報共有を図るなど、迅速かつ的確に判断し、対応でき

る。 

 下の表は、教員について、前頁の指標にあげた「教育課題に関する対応力」の主な項目について具体

的な内容を示しました。これらは、様々な教育課題の中から、東京都教育施策大綱、東京都教育ビジョ

ン等に基づき、これからの東京都の学校教育を推進していく教員に求められる内容を示しています。 

教員の人材育成では、「OJT」、「Ｏff-JT」、「自己啓発」の三点
の手段が相互に関連し、はじめて効果的な育成が可能となりま
す。校長・副校長や主幹教諭等同じ学校に勤務する教員からの指
導はもちろん、教員個人の自己啓発、教員同士の相互啓発が醸成
され、互いに高め合う環境をつくることが大切です（図）。 
校長は、職場における心理的安全性の確保と多様な教職員同士

の関わり合いを軸に、学校が直面する教育課題を組織的に解決す
ることができるようリーダーシップを発揮し、学校組織全体とし
て主体的かつ自律的な研修を推進する体制や教員等が学びに向き
合うことができる研修環境を整えることが重要です。 （図）教員の人材育成イメージ 


